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安
孫
子
交
差
点
か
ら
以
西

に
伸
び
、
吉
田
・
愛
知
川

方
面
へ
と
続
く
町
道
に
、
街
路
灯

の
設
置
が
ひ
と
つ
も
な
い
。
愛
荘

町
は
、
こ
の
道
路
を
一
級
町
道
と

位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
道
路
は

稲
枝
や
愛
知
川
方
面
か
ら
の
学
生

の
帰
宅
路
に
も
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
夕
方
に
は
、
上
下
線
共
車
や

バ
イ
ク
の
方
も
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
に

は
そ
の
町
道
で
痛
ま
し
い
死
亡
事

故
も
発
生
し
た
。
愛
荘
町
・
豊
郷

町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
両
町

が
協
議
し
、
い
ち
早
く
街
路
灯
の

設
置
を
要
望
す
る
。

　
行
政
は
歩
道
の
計
画
が
あ
る
の

で
そ
の
時
に
と
い
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
昨
今
の
技
術
を
も
っ

て
す
れ
ば
、
先
に
街
路
灯
を
設
置

し
て
も
歩
道
が
出
来
て
か
ら
付
け

替
え
る
こ
と
は
容
易
だ
と
思
わ
れ

る
。
悲
惨
な
事
故
が
こ
れ
以
上
起

こ
る
前
に
、
早
急
の
設
置
を
要
望

す
る
。

　

町
道
名
神
国
八
線
に
つ
い
て

は
、
歩
道
整
備
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
安
孫
子

交
差
点
か
ら
以
西
の
区
間
に
つ
い

　

各
市
町
長
及
び
議
会
議
長
に

よ
っ
て
滋
賀
県
知
事
、
土
木
交
通

部
長
に
対
し
て
年
一
回
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

（
産
業
担
当
政
策
監
）

（
建
設
下
水
道
課
長
）

問答答 街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て

悲惨な交通事故を防ぐため
街路灯の設置を要望する

Q
街路灯の設置について愛知川右岸道路の

早期実現
公安委員会や自治会等と協議し、法定速度
の遵守看板や街路灯の設置を検討する

A
澤田　源宏澤田　源宏 議員議員

て
は
、
歩
道
空
間
が
な
く
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
歩
道

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

原
則
と
し
て
、
交
通
量
の
多
い

交
差
点
な
ど
で
道
路
照
明
灯
の
設

置
や
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
後
、
防

犯
灯
の
設
置
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
該
区
間
は
通
学

路
で
は
な
く
、
自
治
会
か
ら
の
要

望
も
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
、
街
路
灯
等
の
設
置
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
の
ご
指

摘
の
と
お
り
、
当
路
線
は
直
線
距

離
も
長
く
見
通
し
が
良
い
た
め
、

車
両
等
が
速
度
を
上
げ
る
傾
向
に

あ
り
、
公
安
委
員
会
や
自
治
会
等

と
協
議
し
、
法
定
速
度
を
遵
守
い

た
だ
く
た
め
の
看
板
あ
る
い
は
街

路
灯
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
検
討

す
る
。

街路灯のない町道長年立ち続ける看板 街路灯のある町道
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愛
知
川
右
岸
道
路

（
県
道
湖
東
彦
根
線
道
路

　

 

改
良
工
事
）に
つ
い
て

愛
荘
町
の
観
光
振
興
に
つ

い
て
今
期
３
度
目
の
質
問

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
道
路

は
完
成
ま
で
に
20
年
と
も

30
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今

の
国
道
８
号
御
幸
橋
周
辺
の
渋
滞

を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に
長
く
待

て
な
い
。

　
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
た
道

路
整
備
は
住
民
の
願
い
で
あ
り
、

昭
和
58
年
に
、
関
係
が
あ
る
1
市

4
町
が
、
愛
知
川
右
岸
道
路
整
備

推
進
期
成
同
盟
会
を
設
立
し
た

が
、
そ
れ
以
降
、
ま
っ
た
く
進
ん

で
い
な
い
。
期
成
同
盟
会
の
取
り

組
み
は
。愛

荘
町
合
併
以
降
は
、
湖

東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
力
を
入
れ
た
こ

と
が
、
右
岸
道
路
の
早
期
実
現
に

支
障
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い

か
。

愛
知
川
観
光
協
会
と
秦
荘

観
光
協
会
も
合
併
の
調
整

が
進
ん
で
お
り
、
旧
郡
役
所
は
滋

賀
県
麻
織
物
協
同
組
合
に
業
務
委

託
さ
れ
た
。
近
年
は
、
び
ん
細
工

手
ま
り
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
等
で
参

拝
者
が
増
加
し
て
い
る
豊
満
神

社
。
太
鼓
や
、
山
芋
と
い
っ
た
町

の
「
た
か
ら
」
が
光
り
輝
き
だ
し

て
い
る
。そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

行
政
組
織
に
観
光
課
を
設
置
し
、

町
の
観
光
振
興
を
リ
ー
ド
す
べ
き

と
考
え
る
が
再
考
し
な
い
の
か
。

当
町
の
観
光
振
興
の
た
め

に
、
行
政
と
し
て
観
光
課

を
設
置
す
る
な
ど
行
政
組
織
の
編

成
が
必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
考

え
を
問
う
。

右
岸
道
路
早
期
実
現
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

は

　

行
政
組
織
を
改
め
て
見
直
す
こ

と
は
な
い
が
、
職
員
体
制
の
強
化

を
図
り
、
観
光
振
興
と
物
産
振
興

に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
、
整
備
促
進
が
さ
れ
た
。

　

右
岸
道
路
事
業
が
一
時
中
断
し

た
要
因
は
、
滋
賀
県
に
お
い
て
、

財
政
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
財

政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

事
業
見
直
し
が
さ
れ
、
予
算
付
け

が
無
か
っ
た
。
ま
た
、
早
期
に
効

果
の
発
現
で
き
る
事
業
に
予
算
を

重
点
配
分
さ
れ
、
県
道
神
郷
彦
根

線
が
優
先
さ
れ
た
。

　

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
長
い
年
月

が
経
過
し
た
が
、
祇
園
神
社
の
移

転
補
償
、
改
良
工
事
、
一
部
地
権

者
の
補
償
等
が
完
了
し
、
一
定
期

間
、
滋
賀
県
で
財
源
が
確
保
さ
れ

な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今

後
は
県
と
と
も
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
地
元
関
係
者
と
事
業
進
捗

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

町
長
就
任
以
来
、
県
知
事
や
土

木
部
長
に
対
し
て
右
岸
道
路
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
示
、
そ
し

て
そ
の
共
有
こ
そ
が
事
業
進
捗
の

肝
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
今
般

　

昨
年
度
は
観
光
物
産
推
進
室
を

設
置
し
、
観
光
物
産
振
興
計
画
の

策
定
、
愛
知
川
・
秦
荘
観
光
協
会

の
合
併
調
整
、
伝
統
産
業
会
館
の

運
営
の
見
直
し
、
湖
東
三
山
館
あ

（
町
長
）

（
建
設
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

問

問

答

答答

答

森野　 隆森野　 隆 議員議員

早期実現に向けて、
今後のスケジュールを示せ

Q

最短で令和6年度着工と県から示されたA

初
め
て
、
最
短
で
令
和
6
年
度
着

工
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
県
か
ら

示
さ
れ
た
。
引
き
続
き
県
道
神
郷

彦
根
線
改
良
事
業
と
と
も
に
、
右

岸
道
路
の
整
備
を
実
現
し
、
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
る
、
国
道
８
号

渋
滞
解
消
・
道
路
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

い
し
ょ
う
の
経
営
見
直
し
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。


